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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は4編からなりたっている｡
第 1編は台北近郊にある生活程度の異なる2 村落の住民合計 2,164名について, 祉問, 足底および足背
における水癌或いは膿癌性水癌の出現および蚤痔感の有無を検査した結果から汗癌疹の流行状態を検査し
た結果を述べたものである｡ その結果はつぎのどとくである｡
1) 比較的生活程度の高い村落の住民の罷患率は4.0% , 低い村落住民のそれは 9.78% で, 平均 7･16%
であった｡ 罷患率の男女間の差は認められなかった｡
2) 罷患率は, 20- 60才のものにおいて最も高く, 60才以上および16- 25才のもののそれは低く, 15才
以下のもののそれは著しく低かった｡
3) 男性では常時靴をはいているものにおける罷患率は然らざるものの2 - 6倍を示し, 女性では両者
間にほとんど差がないか, 或いは2 倍程度の差で靴をはいているものに多かった｡
4) 職業別にみると, 男性では常に靴をはいている公務員の罷患率が最高であった｡ 女性では家政婦お
よび労働者における樫患率が高かった｡
第 2編では台北鉄路病院, 省立台北医院, 栄民総医院の皮膚科, および2 つの村落の患者から分離培養
した真菌を, 培養性状および顕微鏡的性状から菌型に分類した結果を述べている｡ その結果は次のどとく
である｡
1) 患者92名の患部皮膚を摘出培養して39株の真菌を分離した｡ これらのうちには26株の T richophy-
ton, 7株の Epiderm ophyton および 6株の C andida (5株は C . albicans, 1株は C . guillierm ondi)
があった｡
2) 26枚の T richophyton のうちの 8株は T .m entagrophytes, 15株は T . rubrum であった｡
3) 真菌の分離率と治療との問には, 非治療者に率いて分離率の高いことを認めた｡
第 3編は著者が分離した39株の真菌の G riseofulvin に対する感性および抵抗性を検討した結 果 で あ
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る｡
感性試験は, 1m l につき 107 個の胞子浮薄液を作って, これを種々な濃度に G riseofulvin を加えた
サブロー培地に接種して行なった｡
抵抗性試験は 1γ/m l の割合に G riseofulvin を加えたサブロー寒天に 5 日間培養して行なった｡ この
検査は12世代までくり返した｡
菌の形態の変化および毛捧効果は Slide culture 法で検査した｡ 次のような結果を得た｡
1) T .m entagrophytes (G ypseum -type および Ⅰnterdigitale-type) は培地 1m lにつき 0･8- 1･0γ,
T ･rubrum は 0･6- 0･8γ, Ep･floccosum は 0･4- 0･6γでそれぞれ発育が阻止された｡
2) 皮膚糸状菌の G riseofulvin に対する抵抗性は認め得なかった｡
3) G riseofulvin による真菌の形態上の変化としては, T .m entagrophytes の G ypseum -type では
大分生胞子, 小分生胞子, ラセン状およびラケット状菌糸体の減少が, T . m entagrophytes の Inter-
digitale-type および T .rubrum では小分生胞子の減少が認められ, E p.floccosum では大分生胞子の減
少とその形状の不規則化および厚膜胞子の増加が認められた｡
第 4 編では分離皮膚糸状菌を代謝の上から鑑別し得る方法を求める目的で, 養素特にアミノ酸要求性を
検査しており, このような研究は医真菌学では類例のないものである｡ すなわち G eorg および C am p の




1) 皮膚糸状菌は葡萄糖寒天および寒天のみの培地には培養し得なかったが, C andida のあるものはブ
ド- 糖寒天に培養することができた｡
2) 皮膚糸状菌は G eorg および C am p の基礎培地では培養し得なかった｡ しかし基礎培地にビタミ
ンを含まないカゼインを加えると培養することができた｡
3) アミノ酸については, T .m entagrophytes (G ypseum -type) はアルギニンを, T .rubrum はグリ
ンンを, Ep･floccosum はヴァリンを, T Lm entagrophytes (Interdigitale-type) はグリシンまたはロイ
シンを基礎培地に加えて, それぞれを培養することができた｡
論 文 審 査 の 結 具 の 要 旨
台北近郊の比較的生活程度の高い村落と, 低い村落との住民について汗癌疹の流行状況を検査し, 両村
落住民の罷患率, 贋患率の男女間の差異, 年令別層患率, 生活様式とくに靴の使用および職業と雁患率と
の関係を検討し, つぎにこれらの患者および三つの病院の患者92名から真菌の分離を試み, 26株の T ry -
chophyton, 7 株の Epiderm ophyton および 6株の C andida の合計39株を分離した｡ 著者はこれら真菌
の G riseofulvin に対する感性および抵抗性を検査して, 分離真菌はそれぞれに一定した濃度の G riseo-
fulvin によって発育が阻止されることおよび抵抗性を有しないことを認め, つぎに分離糸状菌の養素と
くにアミノ酸要求性を検討して, これらのうちの T richophyton m entagrophytes (G ypseum -type) は
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アルギニンを, T richophyton rubrum はグリシンを, E piderm ophyton floccosum はヴァリンを,
T richophyton m entagrophytes (Ⅰnterdigitale-type) はグ リシンまたはロイシンを要求するものである
ことを明らかにした｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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